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一
、    

日　
時　
５
月
⓭
日
㈯　
午
前
９
時 

開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
受
付
８
時
30
分
～
）

二
、
場　
所　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、   

対
象
者　
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
わ
ず
。

四
、    

種　
目　
個
人
戦
の
み
（
午
前
３
試
合
で
終
了
）

　

①
大
会
は
町
老
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必
要 

　
　

な
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
日
説
明
し
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
10
位
迄
と
、
飛
び
賞
・
ブ
ー
ビ
ー
賞
で

　
　

す
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
し
、
持
ち
帰
り

4

4

4

4

と
し
ま
す
。

趣
旨　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、
５
月
の
最
終
水
曜
日
に

全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

実
施
日
時　
5
月
㉛
日
㈬ 

午
前
0
時
～
午
後
9
時
ま
で

　
　
　
　
　

⓯
分
間
以
上
続
け
て
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
し
た

　
　
　
　
　
　

参
加
人
数
を
集
計
す
る
（
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
禁
止
）

対
戦
方
法　
参
加
率
＝
参
加
者
数
÷
人
口

※
今
年
度
の
対
戦
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
は
終
了
で
す
。

　
最
後
の
参
加
を
有
終
の
美
で
終
わ
る
様
、
頑
張
ろ
う
‼

一
、
日　
時　
5
月
⓰
日
㈫
９
時
㉚
分
～
⓬
時
㉚
分

二
、
場　
所　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
集
会
室
2

三
、
内　
容　
手
づ
く
り
雑
巾
の
縫
製

四
、
材
料
等　

昼
食
・
道
具
は
女
性
部
で
準
備
し
ま
す
。

五　

申　

込　

両  

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

窓
口
ま
で

六
、
申
込
締
切　

５
月
９
日
㈫　

※
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
会
員
の
皆
様
は
〝
女
性
部
会
員
〟
と

　

な
り
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
雑
巾
縫
製
奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
老
連 

女
性
部

▼
女
性
部 

今
後
の
主
な
行
事
の
紹
介

　
詳
細
は
今
後
発
行
の
【
白
寿
】
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
㈠　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
弘
前
市
で
）

　
　
◎
期
日　
6
月
㉑
日
㈬

　
㈡　
健
康
講
座　
（
詳
細
未
定
）

　
　
◎
期
日　
7
月
㉗
日
㈭

　
※　
多
数
会
員
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
町
老
連
総
会
は
、
４
月
㉘
日
㈮ 

午
前
⓾
時

よ
り
、
単
位
ク
ラ
ブ
・
専
門
部
・
委
員
会
等
の
会
員
一
一
五

名
が
参
集
し
、
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
案
件
は
次
項
の
３
件
で
す
。

 

⑴ 

令
和
４
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
に
つ
い
て

 

⑵ 

令
和
５
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

に
つ
い
て

 

⑶ 

令
和
４
年
度
実
績
報
告
書
・
令
和
５
年
度
補
助
金
等
の

　
　

申
請
書
提
出
に
つ
い
て

　

※
今
回
は
紙
面
の
関
係
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
掲
載
出
来
ま

　

せ
ん
で
し
た
が
、
案
件
は
全
て
提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

　

た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。）

今
月
号
は
、
令
和
５
年
度
の
藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

組
織
の
み
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。　
　

5  月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 月 芸能部 12:00

2 火 老連役員会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

3 水 憲法記念の日
4 木 国民の休日
5 金 こどもの日
6 土
７ 日

8 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

9 火 囲碁・将棋部 12:30
10 水 茶道部 13:00
11 木 囲碁・将棋部 12:30
12 金
13 土 老連トランプ大会    9:00
14 日
15 月 芸能部 12:00

16 火 女性部（雑巾縫製奉仕）     9;30
囲碁・将棋部 12:30

17 水
18 木 囲碁・将棋部 12:30
19 金 広報委員会 13:30
20 土
21 日

22 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

23 火 囲碁・将棋部 12:30
24 水 茶道部 13:00
25 木 囲碁・将棋部 12:30
26 金
27 土
28 日
29 月 芸能部 12:00
30 火 囲碁・将棋部 12:30

31 水 チャレンジデー 全町内参加

【白寿】配布日 9時以降

　
藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
（
任
期 

令
和
４
年
4
月
～
6
年
3
月
）

役　
職

氏　
　
名　

役　
職
　
氏　
名　

会　
長

舘
山　
新
一

監　
事

吉
田　
兼
男

副
会
長

山
内
誠
一
郎

佐
々
木
了
子

木
村
美
智
子

会　
計

田
中　
敏
春   

新

神　
昭　
子

事
務
局

髙
木　
洋
一

夕　雲
季節：春

春
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

最
終
回　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
お
知
ら
せ

令和５年度　　　　単位老人クラブ（会長名等）　　　　　4月２８日
No. 会　　　名 会　長　名 男 女 会員計 新会員
1 舟場若葉会 竹 内 義 浩 3 10 13
2 みつや長寿会 工 藤 祐 子 8 18 26 1
3 表町長寿会 高 木 清 志 11 19 30 1
4 仲町登喜和会 竹 嶋 逞 子 1 10 11
5 曲新田健老会 田 澤 順 子 6 18 24 2
6 本町木挽町長寿会 須 藤 イ コ 14 27 41 1
7 朝日町延寿会 栩 内 武 志 19 40 59 5
8 館川シニア倶楽部 木       村    トモ子 7 18 25 5
9 下町延寿会 町 田 信 保 5 15 20
10 新町福寿会 土 岐 憲 一 3 19 22
11 横町寿楽会 加 藤 司 郎 2 9 11
12 伝馬喜楽会 佐々木    トミヱ 13 17 30 1
13 葛野長寿会 三    浦     登美子 1 31 32
14 中島千寿会 佐々木    政     美 7 14 21
15 矢沢長寿会 清         野         草名義 9 30 39 5
16 中野目 長寿会 神　           ノブ子 2 21 23 1
17 西中野目 長寿会 石 井 哲 子 5 30 35
18 俵舛下俵舛長寿会 横 嶋 正 信 7 24 31
19 柏木堰老喜会 工 藤 義 夫 5 19 24
20 西豊田豊寿会 北 山 勝 芳 16 28 44 2
21 東町シニアクラブ 白 戸　　 治 12 18 30 2
22 白子高砂会 相      坂         ナツヱ 4 8 12
23 白秋倶楽部みずき 猪 股 和 彦 26 24 50
24 福島第１老人クラブ 古 川 秋 教 11 14 25
25 福島第２老人クラブ 間 山 由 吉 18 15 33
26 榊  壮寿会第１ 奈良岡    勝    進 11 27 38 2
27 榊  壮寿会第２ 坂     岡　　　 明 23 28 51
28 常盤養命会 三    上　　　 一 26 19 45 6
29 常盤養命会第２ 榊    　 佳 子 20 24 44 1
30 三ッ屋老人クラブ 齋 藤 剛 一 5 5 10
31 徳下徳寿会 山 内 正 光 23 15 38 1
32 若松すこやかクラブ 福 士 昭 一 9 22 31
33 久井名舘松葉会 佐      藤         キクヱ 12 24 36
34 亀田悠遊会 赤 石 久 男 9 11 20
35 福舘福寿会 對 馬 俊 秋 10 15 25 2
36 富柳和落会 大 崎 喜 正 7 15 22

合　　　　　計 370 701 1,071 38

   令和 5年 4月 1日 ６０歳～９９歳の人口５, ９72 人（ 男 2,475 人 女 3,428 人 )         

　　　         　      老人クラブの加入率　18.19％（男  14.94％　女 20.52％）

　
待
ち
わ
び
た
三
年
ぶ
り
の

　
　
　 
町
老
連
総
会   

開
催

　
藤
崎
町
老
連
広
報
委
員
会
委
員
（
任
期 

令
和
４
年
4
月
～
6
年
3
月
）

委
員
長

大
川　
雄
弘

委　
員

三
上　
　
一

委　
員

鳴
海　
　
諄

三
上　
道
子

清
水
稼
志
男

舘
山　
新
一

　
　
藤
崎
町
老
連
女
性
部
役
員　
（
任
期 

令
和
3
年
4
月
～
５
年
3
月
）

部　
長

佐
藤
佳
丘
子

理　
事

神　
　
信
子

副
部
長

工
藤　
祐
子

三
上
美
津
子

佐
藤　
　
緑

館
山　
鏡
子

理　
事

水
谷　
玲
子

榊　
　
佳
子

佐
藤
キ
ク
ヱ

監　
事

齋
藤　
君
子

髙
木　
敬
子

清
野
チ
ル
子

　
佐
々
木
ト
ミ
ヱ

総　
務

佐
藤
佳
丘
子

新
谷　
カ
ツ

会　
計

榊　
　
佳
子

　
藤
崎
町
老
連
若
手
委
員
会
委
員
（
任
期 

令
和
４
年
4
月
～
6
年
3
月

委 

員 

長

加
福　
哲
三

監　
事

阿
部　
和
惠

副
委
員
長

佐
藤　
文
雄

加
藤　
　
智

浅
利　
光
子

会　
計

永
田
由
美
子

委　
員

田
中　
敏
春

会
計
補
佐

小
笠
原
タ
イ

年

自
治
体

回
数
勝
敗

人　
口

参
加
人
数

参
加
率
％

平
成
⓴
年
藤
崎
町

１

▲

一
六
，六
一
三

一
〇
，四
二
〇

六
二
．七

鳥
取
県
北
栄
町

３

○

一
六
，五
〇
九

一
一
，一
四
八

六
七
．五

平
成
㉑
年
藤
崎
町

２

▲

一
六
，四
三
一

一
一
，〇
三
六

六
七
．二

香
川
県
多
度
津
町

⓫

○

二
三
，九
二
〇

一
七
，八
二
一

七
四
．五

平
成
㉒
年
藤
崎
町

３

◉

一
六
，二
六
一

一
二
，四
二
九

七
六
．四

埼
玉
県
小
鹿
野
町

５

一
三
，八
九
五
　
六
，五
一
五

四
六
．九

平
成
㉓
年
藤
崎
町

４

※

一
六
，一
五
一
　
七
，六
一
八

四
七
．二

平
成
㉔
年
藤
崎
町

５

▲

一
六
，〇
五
二
　
八
，八
二
〇

五
四
．九

岩
手
県
軽
米
町

７

○

一
〇
，五
五
三
　
七
，〇
八
五

六
七
．一

平
成
㉕
年
藤
崎
町

６

◉

一
五
，八
五
八

一
〇
，六
九
六

六
七
．四

秋
田
県
三
種
町

１

一
八
，九
三
三
　
五
，九
九
五

三
一
．七

平
成
㉖
年
藤
崎
町

７

▲

一
五
，七
一
五
　
八
，七
二
三

五
五
．五

兵
庫
県
神
河
町

７

○

一
二
，二
九
二
　
六
，九
六
七

五
六
．七

平
成
㉗
年
藤
崎
町

８

◉

一
五
，五
九
六
　
九
，一
五
六

五
八
．七

神
奈
川
県
開
成
町

２

一
六
，八
一
四
　
八
，一
五
六

四
八
．五

平
成
㉘
年
藤
崎
町

９

▲

一
五
，四
五
二
　
七
，八
四
〇

五
〇
．七

神
奈
川
県
大
井
町

２

○

一
七
，二
八
〇
　
九
，九
五
二

五
七
．六

平
成
㉙
年
藤
崎
町

⓾

▲

一
五
，二
八
二
　
九
，二
五
九

六
〇
．六

福
岡
県
み
や
こ
町

６

○

二
〇
，四
〇
八

一
四
，九
九
五

七
三
．五

平
成
㉚
年
藤
崎
町

⓫

◉

一
五
，一
八
四

一
〇
，七
二
二

七
〇
．六

徳
島
県
三
好
市

⓭

二
六
，八
七
七

一
七
，三
〇
〇

六
四
．四

令
和
元
年
藤
崎
町

⓬

◉

一
五
，一
五
九

一
〇
，六
六
六

七
〇
．四

長
野
県
東
御
市

６

三
〇
，二
五
九

一
八
，二
六
一

六
〇
．三

令
和
２
年
藤
崎
町

⓭

※

一
四
，九
六
三
【
中
止
】コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
影
響
に
よ
り

北
海
道
新
得
町

⓾

　
六
，二
九
八

令
和
３
年
藤
崎
町

一
四
，八
一
二
【
不
参
加
】

令
和
４
年
藤
崎
町

⓮

◉

一
四
，七
〇
四

一
〇
，五
四
六

七
一
．七

岩
手
県
軽
米
町

⓱

　
八
，五
五
二
　
四
，六
四
三

五
四
．三

北
海
道
枝
幸
町

７

　
七
，六
三
九
　
三
，四
三
五

四
五
．〇

令
和
５
年
藤
崎
町

⓯

一
四
，五
七
八

北
海
道
芦
別
市

⓫

一
一
，九
七
六

◉・・藤
崎
町
勝
利　
▲・・藤
崎
町
負
け　
○･･

対
戦
相
手
勝
利　

　
　
通
算
成
績
は・・６
勝
６
敗
、　
※
…
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
中
止

■
北
海
道
芦
別
市　
　
・実
施
回
数　
⒑
回　
　
・通
算
成
績　
４
勝
６
敗　

　
・平
均
参
加
率　
㊲
．１
％　

対　戦　成　績
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②

曲
新
田 

に
藤
崎
一
の

美
男
子
が
い
た
。
名
は
た

し
か
藤
田
と
い
っ
た
。
ま

と
い
持
ち
で
ま
と
い
振
り

が
上
手
で
あ
っ
た
。
そ
の

上
、
は
し
ご
乗
り
も
上
手

で 
浅
瀬
石
の
北
山
と
い

う
人
と
競
争
し
て
勝
っ
た
。

そ
の
上
美
声
の
持
主
で
、

消
防
演
習
の
時
は
、
は
し

ご
の
上
で 

木
や
り

4

4

4

を
歌
っ
た
ら
、
御
幸
公
園
中
水
を
打
っ

た
よ
う
に
静
か
に
な
り
、
皆
聞
き
ほ
れ
た
と
い
う
。
親
分
は

喜
ん
で
〝
浪
に
千
鳥
の
模
様
〟
の
ユ
カ
タ
を
買
っ
て
や
っ
た

ら
、
毎
年
そ
れ
を
着
て
ネ
ブ
タ
に
出
た
。

親
分
の
死
後
バ
ッ
タ
リ
着
な
く
な
っ
た
の
で
、
ど
う
し
た

の
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、〝
親
分
の
カ
タ
ミ
と
し
て
座
敷
に

さ
げ
て
い
る
〟
と
い
っ
た
の
で
、
又
、
別
な
の
を
買
っ
て

や
っ
た
と
い
う
。

消
防
演
習
の
後
、
飲
み
に
な
り
、
決
ま
っ
て
喧
嘩
に
な
っ

た
。「
け
ん
か
」
早
い
の
は
本
町
の
Ｋ 

、「
け
ん
か
」
の
長

い
の
が
表
町
の
Ｓ
で
あ
っ
た
。

田
の
用
水
の
事
で
「
水
け
ん
か
」
に
な
り
、
親
分
に
顔
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
、
と
使
い
が
く
る
と
、
決
ま
っ
て
こ
の
Ｋ

と
Ｓ
の
二
人
と
力
の
強
い
惣
吉
・ 

勇
太
郎
・
政
吉
を
連
れ
て

親
分
は
出
か
け
る
。
政
兄
は
若
い
者
の
面
倒
を
み
、
よ
く
慕

わ
れ
て
い
た
。

使
い
走
り
に
「
早
足
の
惣
助
」
と
い
う
人
が
い
た
。
こ
の

人
は
足
が
速
い
の
で
有
名
な
ば
か
り
で
な
く
、
乗
馬
も
上
手

で
あ
っ
た
。
馬
が
好
き
で
畑
を
売
っ
て
馬
車
屋
を
や
っ
た
。

何
が
あ
っ
て
も
み
ん
な
の
連
絡
員
で
あ
っ
た
。

※
〝
水
喧
嘩
〟
夏
の
渇
水
期
に
水
田
の
水
が
不
足
し
、
個

　
　

人
対
個
人
・
集
落
対
集
落
や
村
対
村
で
水
の
取
り
合
い

　
　

に
な
っ
た
事
例
が
多
数
見
ら
れ
た
。

　
　

藩
政
時
代
の
頃
、
浅
瀬
石
川
水
系
で
は
浅
瀬
石
川
を

　
　

挟
ん
で
水
喧
嘩
が
起
き
、
石
を
投
げ
合
い
怪
我
人
も
多

　
　

数
出
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
の
後
ダ
ム
が
出
来
、

　
　

水
路
も
整
備
さ
れ
〝
水
喧
嘩
〟
は
無
く
な
っ
た
が
、
渇

　
　

水
期
に
は
、
番
水
制
が
取
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

　

常
盤
の
巻　
　
其
の
３　
　
　
　

平
成
⓯
年
３
月　

３
月 

弥
生
、
日
本
国
民
が
１
年
の
う
ち
で
一
番
移
動
す

る
時
期
で
あ
る
。
私
も
こ
の
波
に
乗
せ
ら
れ
て
、
昭
和
�
年

（
一
九
八
一
）
に
む
つ
市
の
住
民
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

わ
ず
か
２
年
だ
け
だ
っ
た
が
、
常
盤
に
生
ま
れ
常
盤
で
育
っ

て
い
た
の
に
、
宮
仕
え
の
宿
命
で
妻
と
民
族
の
移
動
？
を
し

た
の
で
あ
る
。
マ
ア 

㉒
年
前
の
思
い
出
の
旅
は
別
と
し
て

本
欄
の
常
盤
ひ
と
り
旅
に
は
移
動
が
な
く
、
今
月
も
常
盤
八

幡
宮
年
縄
奉
納
行
事
と
す
る
。

常
盤
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
協
議
会
（
昭
和
�
年

に
「
部
落
会
」
の
名
称
を
改
正
）
に
は
、
年
縄
奉
納
行
事
を

青
年
団
よ
り
引
き
継
い
だ
昭
和
�
年
か
ら
の
記
録
を
「
年
縄

奉
納
の
歩
み
」
と
題
し
て
、
昭
和
�
年
に
第
一
巻
、
平
成
３

年
に
第
二
巻
、
平
成
⓬
年
に
第
三
巻
、
そ
し
て
平
成
⓱
年
に

発
行
す
る
の
だ
と
い
う
第
四
巻
が
執
筆
中
で
、
そ
れ
に
は
平

成
⓯
年
１
月
１
日
奉
納
の
記
録
ま
で
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
中
か
ら
若
干
拾
い
書
き
を
し
て
み
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
年
縄
製
作
は
毎
年
⓬
月
⓰
日
か
ら
製
作

に
か
か
り
⓬
月
㉚
日
で
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
延
人
員

は
毎
年
約
三
五
〇
人
を
要
し
て
い
る
。

こ
の
作
業
に
従
事
し
た
人
々
の
名
前
、
そ
し
て
そ
の
方
々

が
何
年
の
年
に
何
日
従
事
し
た
か
ま
で
一
目
で
解
る
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
そ
の
中
か
ら
通
算
三
〇
〇

日
以
上
奉
仕
し
た
方
を
拾

い
上
げ
て
見
る
と
、
下
表

の
よ
う
に
現
在
ま
で
の
実

人
数
は
一
七
四
人
と
な
り
、

延
人
員
で
は
九
、四
五
〇

人
と
人
力
に
は
驚
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
作
る
人
が

あ
っ
て
も
元
旦
に
清
裸
参

拝
す
る
人
が
な
け
れ
ば
文

化
財
も
様
に
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
事
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

作
る
人
、
清
裸
参
拝
す
る
人
が
あ
っ
て
も
年
縄
を
製
作
す
る

場
所
が
必
要
だ
。

宿や
ど

つ
い
て
は
昭
和
⓾
年
か

ら
記
念
に
写
真
を
添
え
て

（
昭
和
⓰
年
か
ら
⓳
年
ま
で

の
４
年
間
は
戦
時
中
で
、
写

真
屋
が
な
か
っ
た
の
で
写
し

て
い
な
い
）
記
録
し
て
あ
っ

た
の
で
抜
き
書
き
し
て
見
た

ら
、
下
表
の
よ
う
に
記
録

さ
れ
、
以
下
㊿
軒
の
名
が

並
ん
で
い
た
。

こ
の
他
に
絶
対
必
要
な

お
囃は
や

し
、
平
成
６
年
ま
で

は
水
木
と
福
島
等
か
ら
頼

ん
で
来
た
が
、
平
成
７
年

か
ら
は
協
議
会
に
囃
部
会

が
組
織
さ
れ
、
㉕
人
の
部

員
が
奏か
な

で
名
実
と
も
に
地
区
民
だ
け
で
文
化
財
を
守
る
体
制

が
で
き
た
と
、
藤
林
公
正
協
議
会
長
が
語
っ
て
く
れ
た
。

相
撲
観
戦　

          　
　
　
　

佐
藤　

透　
　
　
　
　
　

　

久
し
ぶ
り
に
娘
が
米
国
か
ら
帰
っ
て
き
た
。
以
前
よ
り
好

き
な
相
撲
を
見
た
い
と
い
う
の
で
、
知
り
合
い
に
頼
ん
で
西

あ
し
た
か
ら
来
年
の
月
何
事
も

　
　
　
　

な
か
れ
と
祈
る
氏
神
様
に

除
夜
の
鐘
無
事
に
聞
き
お
え
年
こ
せ
と

　
　
　
　

新
た
に
生
き
よ
何
事
も
な
く

元
旦
や
新
雪
ふ
わ
り
何
も
か
も

　
　
　
　

清
く
か
が
や
く
年
の
初
め
に

あ
り
が
た
や
雪
に
う
も
れ
て
聞
く
テ
ー
プ

　
　
　
　

新
ら
た
に
聞
こ
ゆ
い
た
こ
の
口
よ
せ

若
や
い
だ
心
か
わ
ら
ず
ひ
た
走
る

　
　
　
　

わ
せ
な
く
う
れ
し
老
人
運
動
会

つ
か
れ
を
も
心
の
も
や
も
セ
ン
タ
ー
の
湯

　
　
　
　

み
ん
な
流
し
て
帰
る
家
路

教
え
ら
れ
手
ほ
ど
き
う
け
て
な
か
な
か
に

　
　
　
　

思
ひ
の
ま
ま
に
の
び
ぬ
吾
が
菊

先
生
に
は
す
ま
な
い
け
れ
ど
か
た
手
間
に

　
　
　
　

育
て
た
菊
見
事
に
咲
い
て

修
業
す
る
僧
の
姿
見
言
葉
よ
り

　
　
　
　

先
に
い
ず
る
は
懐
か
し
の
涙　

　
五
十
嵐
か
つ　

　

公
園
の
遊
具
に
遊
ぶ
新
樹
光

海
野
比
呂
子　

　

ア
ー
ち
ゃ
ん
の
絵
に
は
お
船
が
風
か
お
る

木
崎　
道
子　

麓
よ
り
春
の
い
ろ
い
ろ
山
の
畑

鳴
海　
艸
人　

　

五
月
晴
れ
子
ど
も
ら
挑
む
持
久
走

清
水
稼
志
男　

　

残
雪
の
岩
木
嶺
す
が
し
田
植
え
晴
れ

岩
親
方
（
若
の
里
）
を
紹
介
し
て
頂
き
、
枡ま
す

席
を
予
約
し
て

も
ら
っ
た
。
以
前
に
椅
子
席
で
観
戦
し
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
や
は
り
土
俵
近
く
は
臨
場
感
も
迫
力
も
違
っ
た
。

ま
ず
、
幾
つ
か
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

１ 

コ
ロ
ナ
を
あ
ま
り
意
識
し
な
い
で
観
戦
で
き
た

２ 

外
国
人
が
多
い

３ 

女
性
も
多
い

４ 

国
技
館
で
評
判
の
〝
焼
き
鳥
〟
は
美
味
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

        

な
ど
な
ど

さ
て
今
回
の
枡
席
は
下
よ
り
8
段
目
位
で
、
１
枡
4
人
で

四
万
円
程
だ
っ
た
。
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
野
球
の
内
野
席
や

競
馬
の
リ
ザ
ー
ブ
席
な
ど
の
良
い
席
は
特
別
料
金
は
取
ら
れ

る
が
、
雰
囲
気
の
良
い
せ
い
か
高
い
プ
ラ
イ
ス
だ
と
は
感
じ

な
か
っ
た
。
案
外
と
普
通
に
お
し
ゃ
べ
り
は
出
来
る
し
、
心

配
し
て
い
た
飲
食
も
断こ
と
わら

れ
る
こ
と
も
な
く
出
来
た
の
で
、

国
技
館
の
相
撲
を
見
な
が
ら
〝
焼
き
鳥
〟
を
食
べ
る
事
が
実

現
出
来
た
次
第
で
あ
る
。
こ
れ
に
付
け
足
す
と
他
の
観
戦
者

が
贔ひ
い
き屓

の
名
前
を
大
声
で
声
援
す
る
と
、
我
が
家
の
孫
が
小

さ
い
な
が
ら
も
大
声
で
同
じ
よ
う
に
叫
ぶ
。
そ
の
様
子
が
面

白
い
と
周
囲
の
客
が
ド
ッ
ト
笑
う
と
い
う
よ
う
な
和
気
藹あ
い
あ
い々

の
内
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
西
岩
親
方
と
そ
の
知
り
合
い

の
方
に
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
観
覧
し
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
最
後
に
生な
ま

で
な
い
と
聞
く
こ
と
が

出
来
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
入
場
の
時
と
退
出
の
時
の

櫓や
ぐ
ら

太
鼓
が
哀
愁
を
漂た
だ
よわ
せ
て
と
て
も
よ
い
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。※

櫓
太
鼓
は
⓰
ｍ
の
櫓
の
高
さ
よ
り
開
・
閉
場
を
知
ら
せ
る
た
め

　

に
打
つ
太
鼓
の
こ
と
。
江
戸
中
に
鳴
り
響
い
た
と
か
…
…

先
輩
に
学
ぶ　
㉟　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
三
号 

昭
和 

�
年
度　

㉒

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　
　

◇
134

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
四
回 

◇
◇ 

俳
　
句 

◇
◇

③

短
歌

　
　
　
　

水
沼　

小
野　

あ
い

通算３００日以上参加人数
氏　　名 参加日数

１ 小山内瞭二 ２, ３５１
２ 石澤清五郎 ３４７
３ 齋藤　　博 ３４３
４ 三上　文夫 ３３４
５ 三浦　定雄 ３２６
６ 三上　　一 ３１２
実人数（人） １７４
延人数（人） ９, ４５０

清裸姿で参加した回数
氏　　名 回数

１ 駒井　義昭 28 回
２ 三上　　一 27 回
３ 高木　　貢 23 回
４ 木村喜代美 23 回
５ 斉藤　弘次  22 回
実人数（人） 160 人

宿（作業場所）の回数
氏　　名 回数

１ 浅利　　一宅 6回
２ 小野　正光宅 6回
３ 石澤千鶴子宅 3回
４ 高木武智雄宅 3回
５ 石動　弘一宅 3回
他の延べ宿数 50 軒


